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講演 ・ 会 議 等 (P1 て ) 
P1 車 座 ふ る さと トー ク in 青森 県 弘前 市 
P2 「 地 方 創 生 応援 企画 ! ちい きん 会 霞が関 ダイ アロ グ 」 開催 (1 月 27 日 ) 
政策 解説 コー ナー  (P3 ぐ へ) 
P3 金融 審議 会 決済 法制 及び 金融 サー ビス 仲介 法制 に 関す る ワー キン グ ・ グル ー プ 
報告 
企画 市 場 局 総務 課 信用 制度 参事 官 岡田 大 、 
信用 制度 企画 室長 小 長 谷 章 人 、 横 断 法制 室長 守屋 貴之 
P5 市 場 構造 専門 グル ー プ 報告 書 - 令 和 時 代 に お ける 企業 と 投資 家 の た め の 新 た 
か 市場 に 向け て - 
企画 市 場 局 市 場 課 市 場 業 務 室 市 場 調整 官 齋藤 哲 、 
課長 補佐 三浦 真 路 、 取 引 所 業務 係長 西田 巧 
P7 危な い ! ! SNS を 通じ た 「 個 人 間 融 資 」 に 要 注 意 ! 
へ 悪質 な 書込み に 対す る 金融 庁 の 新た な 取組 に つい て て 
監督 局 総務 課 金融 会 社 室長 岸本 学 、 個 人 間 融 資 対策 担当 者 
お 知ら せ  (P9 ぐ ) 
P9 記述 情報 の 開示 の 充実 に 向け た 研修 会 に つい て 
P10 金融 庁 の 1 年 (2018 事 務 年 度 版 ) の 公表 に つい て 
P11 「 第 4 回 ちい きん 会 in 東京 ] (2/29) 開催 ! 


今月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み (P12) 





回 
RS 1 
家計 縮 ば | = オン ライ ン 版 は こち ら か ら リリ 


https://www.fsa.go.jp/access/index.html 
金融 庁 














令 和 元 年 12 月 13 目 ( 金 ) 、 宮 下 ー 上 








E 副 大 臣 が 青 


























森 県 弘前 市 に ある 弘前 大 学 教育 学部 附属 中 学校 を 
訪問 し 、 中 学生 や P T A、 教 育 関係 者 を 中 心 と し 








た 14 名 の 方 と 「 こ れ か ら の 『 お 金 』 の 教育 」 





融 経済 教育 ) を テー マ に 、 





「 車 座 ふ る さと トー 
(DMR |I 申 司 ニノ II 且 人 し 0 





( 金 














※「 車 座 ふ る さと トー ク 」| と は 、 各 省 
吹 務 自 が 各地 赴き アニ R( 治 ii その 























少 人 数 で 車 座 の 対話 を 行い 、 





策 に 活か すこ と を 目的 と し た 取組 み で す 。 今回 の 車 座 ト ー 











庁 の 大 臣 、 副 大 臣 








生 の 声 を つぶ さ に 聞い て 、 政 





取 域 の 方 々 と 
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、 金 融 庁 と し て は 10 丘 














目 の 開 














ク は 、 政 府 全体 で は 192 
催 と な り ま し た 。 








今回 の 車 座 ト ー ク で は 、 少 子 高 齢 化 や 社会 の デジ タル 化 等 の 環境 変化 や 、 成 年 年 齢 の 引下げ な ど を 背 

















(写真 : 車 座 ト ー ク 後 の 記念 撮影 
































景 に 、 家 庭 や 教育 の 場 に お いて 金融 に 関す る 正しい 知識 を 身 に つけ る こと が ます ます 重要 と な っ て いる 
中 、 参 加 者 の 皆さま が 日 頃 感じ て いる 「 こ れ か ら の 『 お 人 金 』 の 教育 |」 に 関す る 率直 な 思い に つい て 、 宮 
ト 副 大 臣 と 意見 交換 を 行い まし た 。 




















意見 交換 で は 、 現 地 の 中 学 





























E か ら の 発言 を 























皮切り と し て 、 各 参加 者 か ら そ れ ぞ れ の 体験 を 踏ま えた 


様々 な 意見 が 発表 され まし た 。 こ こ で は すべ て を 紹介 で きま せん が 、 地 域 ご と の 格差 が 生じ な いよ う 注 


意 す る こと 、 高 齢 者 へ の 金融 教育 を 含め キャ ッシュ レス 化 や 社会 の デジ タル 化 へ の 対応 が 求め られ る こ 
と 、 奨 学 金 や 18 歳 成人 と いっ た 学校 現場 の 需要 も 踏ま えつ つ 実 践 的 な 教材 を 工夫 する こと 、 投 資 に 対す 





る ボン リル 1 メーン を 2 の 205 と IO 陸生 き も 活 用 
トド が 望ま れる と と いっ うた 意見 が あり まし た 』 

















宮下 副 大 臣 は 、 一 つ ワー つの 意見 に 耳 を 傾け る と と も に 、 金 融 庁 と し て の 現状 の 取り 組み や 、 今 後 大 事 
の デイ スカ ッ ン ョ ン を 通じ 、 金融 度 と し て も 、 





と 考え られ る 点 を 説明 いた し まし た 。 一周 



































し つつ 学校 現場 へ の きめ 















































や か な サポ ー 


と ーー 





『 お 金 』 の 教 





育 と いっ た テー マ に 対す る 問題 意識 や 期待 の 高 さ を 改め て 実感 し た と ころ で す 。 今後 も 各地 の 実情 や 





























(写真 : 意見 交換 の 様子 ) 























本 稿 で 紹介 じ 回 れ な か ジジ た 意見 を 含め 、 れ ま で の 




















ニー ズ を 踏ま えな が ら 、 金 融 経済 教育 の 強化 に 向け て 取り 組ん で まい り ま す 。 


車 座 ト ー ク を 終え て の 宮下 副 大 臣 の 感想 




















様々 な 角度 か ら 示 唆 に 富む ご 意見 を 頂き 、 


実り ある 対話 に な り ま し た 。 中 学生 や 先生 、 
































P T A の 方 々 か ら 、 実 2 





た FM 











2 が 09 2 上 の 





ラム を 求め る 意見 な ど 、 現 場 に お ける 生 の 声 


(SO GS SD 
意見 を し っ か り 踏 まえ て 、 金 融 経 済 教 育 の 内 
容 の 充実 を 図る と と も に 、 全 国 の 方 が 教育 を 
受け られ る 機会 を 得 ら れる よう 、 取 組み を 強 
(GUN さ きま の 














@ 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト : https://www.fsa.go.jp/kouhou/kurumaza/index.html 





S 











コロ 











の 車 胡 











ご 覧 いた だ け ま す 。) 








トー ク の 動画 
































金融 庁 の 車 座 トー ク の 概要 は 、 金 融 庁 ウェ ブサ イト で 閲覧 いた だ け ま す 。 


地方 創 生 応援 企画 ! ちい きん 会 





霞が関 ダイ アロ グ 開催 (1 月 27 日 ) 


令 和 2 年 1 月 27 日 (月) 、 地 域 課題 解決 支援 チー ム は 、 各 省庁 有志 と 協力 し て 「 地 方 創 生 応援 企画 ! 


































































































ちい きん 会 霞ヶ関 ダイ アロ グ 」| ※ を 開催 し まし た 。 金融 機関 職員 、 自 治 体 職 員 お よび 参加 省庁 職員 有 
志 の 約 200 名 が 参加 し 、 地 方 創 生 に 関連 する 施策 に つい て 議論 し まし た 。 


/ ※「 地 方 創 生 応援 企画 ! ちい きん 会 霞ヶ関 ダイ アロ グ ] " 
地域 課題 解決 支援 チー ム と 広報 室 と 協 働 で 企画 し た も の で あり 、 金融 機関 お よび 自治 体 の 現場 職 
員 と 各省 庁 の 実務 担当 者 と の 対話 に より 、 地 方 創 生 を 目的 と し た 各省 庁 施策 の 理解 を 深め 、 現 場 で 
の 施策 浸透 を 促す こと を 目標 と し て 行わ れ ま し た 。 
参加 省庁 : 総務 省 、 農 林 水産 省 、 中 小 企 業 庁 、 観 光 庁 、 環 境 省 、 
に 内 閣 官 房 まち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 本 部 事務 局 、 金 





































































































































































































































































































融 庁 ノ 








本 件 イベ ント で は 、 参 加 し た 省庁 か ら 合 計 
10 テ ー マ (総務 省 : ロー カル 10.000 プ ロジ ェ 
クト 、 中 小 企業 庁 : 事業 承継 、 観 光 庁 : 宿泊 施 
設 向け 補助 金 、 環 境 省 : ESG 地 域 金 融 、 内 閣 官 
房 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 本 部 事務 局 : 地方 食 
生 人 材 支援 制度 、 等 ) を 提示 し 、 1 つの テー マ 
に つき 3 分 間 の 持ち 時 間 を 使っ て 施策 の 理解 を 
深め る ピッ チ を 行っ た 後 、 参 加 者 は 関心 ある 
可 計 人 志 民 00 0 2 回 の りー クル セッ ノン コン 
を 行い まし た 。 サ ー ク ル セ ッ シ ョ ン 後 の 交流 会 
に は 遠藤 金融 庁 長官 も 参加 し 、 有 志 と の 意見 交 | 
換 を 行い まし た 。 | 写真 : オー プ ニ ン グ の 様子 | 

参加 者 か ら の アン ケー ト で は 、「 省 庁 と の 距離 が 近く 感じ られ て よかっ た 」 「 各 省庁 と の 横断 的 な 取 
組み は 評価 で きる | 「 次 回 開催 も 期待 する 」 等 、 継 続 し た 取組 み を 期待 する 声 も あり まし た 。 そ の 一 方 
で 、 |「 テ ー マ ピ ッ チ が 駆け 足 で あり 、 も う 少 し ピッ チ の 時 間 を と っ て ほし い | | も う 少 し 議論 の 時 間 が 
あっ た ほう が いい | | サーク ル セ ッ シ ョ ン は も っ と 人 数 を 絞っ た ほう が より 深い 議論 が で きる の で は な 
いか 」 等 の 意見 も 寄せ られ た た め 、 次 回 以降 の 開催 時 に 活か し て いき ます 。 

本 件 イベ ント は 、 各 省庁 の 地方 創 生 に 関す る 施策 の 広報 を 目的 と し た も の で し た が 、 各 省庁 の 実務 揚 
当 者 に と っ て も 現場 の 意見 を 聞く こと が で き 、 非 常に 有意 義 な 時 間 に な り ま し た 。 

地域 課題 解決 支援 チー ム は 、 地 方 創 生 に 資す る 取組 み を 今後 も 継続 し て いき ます 。 























































































































































































































政策 解説 コー ナー 


企画 市 場 局 総 5 務 課 横断 法制 室長 守屋 貴之 


(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 













































































2019 年 12 月 20 日 、「 金 融 審 議会 決済 法制 及び 金融 サー ビス 仲介 法制 に 関す る ワー キン グ ・ グ ルー プ 
報告 | (以下 「 本 報告 | と いい ます 。) が 公表 され まし た 。 本 報告 に 盛り 込ま れ て いる 決済 法制 及び 金 
融 サ ービス 仲介 法制 に 関す る 提言 の 内 容 は 多岐 に わた っ て いま す が 、 こ こ で は 主 な ポイ ント を ご 紹介 し 
SC 


1. 決済 法制 


情報 通信 技術 の 発展 に より 、 決 済 サ ービス の 多様 化 が 進 ん で き て いま す 。 キャ ッシュ レス 化 が 推進 さ 

0 ズ に 応え 、 利 便 性 が 高く 安心 ・ 安 全 な 決済 

サー ビス を 実現 する こと が 求め られ て いま す 。 

金融 審議 会 に 設置 され た 決済 法制 及び 金融 サー ビス 仲介 法制 に 関す る ワー キン グ ・ グ ルー プ (座長 ・ 
神 作 裕之 東京 大 学 大 学院 法学 政治 学研 究 科 教 授 ) で は 、 こ うし た 背景 の 下 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 促進 等 を 
通じ た 利用 者 利便 の 向上 と 利用 者 保護 の バラ ンス に 留意 し な が ら 、 決 済 に 関す る 規制 枠組 み の 見 直し の 
具体 的 な 方 向 性 に つい て 検討 が 行わ れ ま し た 。 















































(1) 資金 移動 業 の 見 直し に 関す る 提言 

現行 規制 で は 、 銀 行 等 の 預金 取扱 金融 機関 以外 の 者 が 送金 サー ビス を 行う 場合 、 資 金 移動 業者 と し て 
の 登録 を 受け る 必要 が あり ます 。 A つら 上 限 額 (1 件 
当たり 100 万 円 ) が 設け られ て いま す が 、 海 外 送金 を 含め 、 上 限 額 を 超え る 利用 者 の ニー ズ が 一 定 程度 
存在 する と の 指摘 が あり ます 。 

他方 で 、 実 態 と し て 、 既 存 の 資金 移動 業者 が 取り 扱っ て いる 送金 額 は 1 件 当たり 数 万 円 以下 の も の が 
多く な っ て いま す 。 


こう し た 中 、 本 報告 で は 、 資 金 移 動 業 者 に 対す る 決済 法制 




































































ーー 
| が 、 機 能 や ! 柔軟 な 2 〇 キャ ッシュ レス 時 代 の 利用 者 ニー ズ に 応え 、 利 便 性 が 高く 安心 安全 な 送金 サー ビス を 実現 する た め 、 

規制 が 、 機 能 ウ リス ク に 応 に た 柔軟 な も の と な る よ 資 和 生業 に つい て 、 送 金額 に 応じ た 委 較 か っ 過 不 足 の な 規制 を 束 備 。 

= 〇 具体 的 に は 、① 高 額 の 送金 を 取り 扱う こと が で きる 類型 を 新た に 設け 、② 少 額 の 送金 の み 取り 扱う 類型 に 





つい て 一 定 の 規制 を 緩和 。 








2 
①「 高 額 」 送金 を 取り 扱う 事業 者 (第 1 類型) 、 還 


② 現 行 規制 を 前 提 に 事業 を 行う 事業 者 (第 2 類型 ) 、 グ 
③ 「 少 額 」 送金 を 取り 扱う 事業 者 (第 3 類型 ) 本 esa 








の 3 つの 類型 に 分 けた 上 で 、 そ れ ぞ れ の 類型 に 過 不 
の ON 人 放 5 間 用 UN この 自 当 に 考 有 られ 
SDCUIGUA ER 











> 





WS 普 活 

















具体 的 に は 、 第 1 類型 に つい て は 、「 高 額 」 送金 現行 類型 



































に 伴う リス ク を 踏ま え 、 認 可 制 の 対象 と する こと や 、 
貞 体 的 な 送金 指図 を 伴わ な い 利 用 者 か ら の 資金 は が この ほか 、 補 9 に に 個人 問 湊 会 を 行う サー ビス (割り勘 アプ フリ) が 移動 の 寺 象 と な る こと を 明確 化す る 笠 、 

















謀る が SR 

第 2 類型 に つい て は 、 既 存 の 資金 移動 業者 や その 利用 者 の 活動 に 支障 が 生じ る こと の な いよ う 、 現 行 
の 枠組 み を 基本 的 に 変え な いこ と が 適当 と 考え られ る と され て いま す 。 た だ し 、 一 部 の 資金 移動 業者 に 
お いて 、 多 額 の 利用 者 の 資金 が 滞留 し て いる こと が 指摘 され て いる こと を 踏ま え 、 利 用 者 か ら 受 け 入 れ 
た 資金 の 残高 が 送金 上 限 額 (100 万 円 ) を 超え て いる 場合 、 資 金 移 動 業 者 に 対し 、 送 金 と の 関連 性 を 確 






















































































認 し 、 送 金 に 用 いら れる 募 然 性 が 低い と 判断 され る 場合 に は 、 払 出し を 行う な どの 措置 を 講じ る こと を 
KN00Oe 2 の 考 2 ら 9 され 0 しま 9 
第 3 類型 に つい て は 、 1 件 当たり の 送金 額 の みな ら ず 、 利 用 者 1 人 あたり の 受入 額 の 上 限 も | 少額 
と する こと を 前 提 に 、 外 部 監査 等 を 義務 付け た 上 で 、 利 用 者 か ら 受 け 入 れ た 資金 に つい て 、 供 託 等 の 現 
行 の 保全 方 法 に 代え て 、 分 別 し た 預金 で 管理 する こと を 認め る こと が 考え られ る と され て いま す 。 
















































































(2) その 他 の 提言 

この ほか 、 本 報告 で は 、 決 済 法制 に 関し 、 例 えば 、 割 り 勘 アプ リ の よう に 、 収 納 代行 の 形式 を と りつ 
つ 、 実 質 的 に 個人 間 送金 を 行う サー ビス に つい て は 、 資 金 移動 業 の 規制 対象 と な る こと を 明確 化す る こ 
と が 必要 と 考え られ る な どの 提言 が な され て いま す 。 












































2. 金融 サー ビス 仲介 法制 


情報 通信 技術 の 発展 に より 、 オ ン ラ イン で 円 滑 に 金融 サー ビス を 提供 する こと が 可能 と な っ て お り 、 

複数 業種 (銀行 保険 ) に また が っ て 多数 の 全 融 機関 が 提供 する 金融 サー ビス を オン ライ ン で 仲 

介する よう な ビジ ネス の 展開 が 想定 され る と ころ で す 。 こ うし た ビジ ネス を 展開 し よう と する 場合 、 現 

行 制度 で は 

① 銀行 法 に お ける 銀行 代理 業者 、 金 融 商 品 取引 法 に お ける 金融 商品 仲介 業者 、 保 険 業法 に お ける 保険 
募集 人 や 保険 伸 立 人 と いっ た 業種 ご と の 規制 が 存在 し 、 人 し よう と する 分 野 に 応じ て 複数 の 登録 
等 が 求め られ る ほか 、 

② 特定 の 金融 機関 a する こと が 求め られ て お り 、 多 数 の 金融 機関 が 提供 する 商品 ・ サ ービス を 仲 
介し よう と する 場合 、 所 属 金融 機関 それ ぞ れ か ら 行 われ る 指導 に 対応 する 必要 が ある こと か ら 、 

複数 業種 に また が っ た 仲介 や 多数 の 金融 機関 を 相手 方 と する 仲介 を 必ず し も 念頭 に 置い て いな い 面 が あ 

り 、 事 業者 に と っ て 負担 が 大 きい と の 指摘 が あり ます 。 
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これ を 踏ま え 、 本 報告 で は 、 複 数 業種 か つ 多 数 の 金融 機関 が 提供 する 多種 多様 な 商品 ・ サ ービス を ワ 
ンス トッ プ で 提供 する 仲介 業者 を 念頭 に 置き 、 そ の よう な 仲介 業者 に 適し た 制度 の 創設 に つい て 提言 が 
きい ゆ 語 すず 。 
















































































































































具体 的 に は 、 所 属 制 を 採用 し な い 新 た な 仲介 業 を 金融 サー ビス 仲介 法制 
合 | ミル x の へ 、 和 年 。> ミ 。 う 軍令 術 の 進展 に より 、 オンライン で 円滑 に 人 融け 供する こ と が 可能 と な る 中 、 和 税 な る 
co 
准 取 引 に 関す る 仲介 、 有 価 証券 の 売買 等 に 関す る 仲 | 901325go 二 2222 
84 は 生命 保険 0 損害 保険 等 に る 仲介 を 行え る 銀行 分 野 証券 分 野 保険 分 野 イン トコ 和楽 拓 本 肖 拍 
こと と する ほか 、 所属 制 を 採用 し な いこ と 等 に 鑑み 、|』 新 || ses | | ae ||ey | | te | ee (Wh が 利 才 に ラ え た の 有 人 人 















































⑪ 新た な 仲介 業者 に は 、 仲 介 に あたっ て 高度 な 商 。 1 | ] 1] Je スー 
品 説明 を 要 し な いと 考え られ る 商品 ・ サ ービス ET onset 

















( 展 > て 取扱 い を 認め る 人 放 が 適当 で あ る a と 多様 な 金融 サー ビス を ワン スト ッ プ で 提供 - の の た の 保証 金 の 供託 を 
(に a ( 雪 給 の 取 陣 可能 な 商品 を 、 商 品 性 が 梓 浴 で は な く 、 


② 新た な 仲介 業者 の 賠償 資力 の 確保 に 資す る よう 、【 MR の 1 
保証 金 の 供託 等 を 求め る こと が 適当 で ある こと 6 


取扱 
特性 に 応じ た 分 野 別 の 規制 を 組み 合わ せ て 適用 。 


と いっ た 提言 が な され て いま す 。 











































































情報 提供 を 
(人 融 機関 と の 分 担 も 可能 ) 
固 分 野 別 了 ea イン サイ ダー 

日 情報 を 利用 し た 勧誘 を 禁止 



































また 、 行為 規制 に つい て は 、 (名 義 貸 し の 禁止 や 
NC a 
いっ た ) 仲介 金融 サー ビス に よら ず 必 要 と 考え られ る 規制 に つい て は 、 新 た な 仲介 業者 が 銀 

・ 証 券 ・ OO お いて 仲介 を 行う か に か か わら ず 共 通し て 求め 、 (証券 分 野 の 仲介 に 

バン リー 情報 を 利用 し た 勧誘 行為 の 禁止 と いっ た ) 金融 サー ビス ご と の 特性 に 応じ た 規制 に 
つい て は 、 新 た な 仲介 業者 が 取り 扱う 金融 サー ビス に 応じ て 必要 な ルー ル が 過 不 足 な く 適用 され る こと 
を 確保 する 必要 が ある と され て いま す 。 
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3. 今後 の 対応 


金融 庁 で は 、 今 後 、 本 報告 に 示さ れ た 方 向 性 を 踏ま え 、2020 年 通常 国会 に 必要 な 法案 を 提出 する な ど 、 
適切 な 制度 整備 に 向け た 作業 を 進め て まい り ま す 。 























政策 解説 コー ナー 





課長 補佐 真 路 
取引 所 業務 係長 


















































(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 固 人 的 見 解 で あ り ヽ 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あ り ませ ん 。 ) 





























は じ め に 

金融 庁 は 、2019 年 12 月 27 日 に 「 市 場 構造 専門 グル ー プ 報告 書 - 令 和 時 代 に お ける 企業 と 投資 家 の た め の 新 
た な 市 場 に 向け て -」 を 公表 し まし た 。 当該 報告 書 は 、 我 が 国 の 証券 市 場 を 巡る 諸 課 題 に つい て 検討 し 、 今 後 
の 市 場 の 在り 方 に つい て 取り まとめ た も の で す 。 

本 稿 で は 、 我 が 国 の 証券 市 場 の 現状 と 課題 や 、 金 融 審議 会 「 市 場 構造 専門 グル ー プ | の 設置 か ら 報 告 書 の 取 
り ま と め ま で の 経緯 、 お よび 報告 書 の 内 容 等 に つい て ご 説明 し ます 。 


1. 現在 の 市 場 構造 を 巡る 課題 

我が国 を 代表 する 証券 市 場 で ある 東京 証券 取引 所 は 、2013 年 に 大 阪 証券 取引 所 と 経営 統合 し て 以来 、 市 坦 
第 一 部 、 市 場 第 二 部 、 マ ザー ズ 、JASDAO (スタ ンダ ー ド 、 グ ロー ス ) の 4 つの 市 場 区 分 に より 構成 され て い 
ます 。 

経営 統合 か ら 5 年 以上 が 経過 し た 現在 、 上 記 の 市 場 構造 に つい て は 、 

る 各市 場 区 分 の コン セプト が 曖昧 で あり 、 多 く の 投 資 家 に と っ て 利便 性 が 低い 

で 市場 第 一 部 へ の ステ ッ プ アッ プ や 、 市 場 第 一 部 か ら 市 場 第 二 部 へ の 移行 、 上 場 廃止 に か か る 各 基 準 が 

低い こと か ら 、 上 場 会 社 が 持続 的 に 企業 価値 を 向上 させ る 動機 づけ に 乏しい 

て 東証 株 価 指数 (TOPIX) の 構成 銘柄 が 「 市 場 第 一 部 全て の 銘柄 | と され て お り 、 機 能 性 に 欠け る 

と いっ た 課題 が 挙げ られ て いま す 。 
































































































































東証 市 場 第 一 部 と 各 海外 取引 所 の 
代表 市 場 と の 比較 
旧 各 海外 取引 所 の 代表 市 場 (市 場 一 剖 と の 比較 ) 





京 ョ | の 上 


順 エン トリ ー 市 場 の 上 場 要件 (形式 基準 ) 


昌 市 場 第 二 部 ・JASDAQ (スタ ンダ ー ド ) は 、 事 業 実績 に 着目 し た 基準 市 場 に 階層 あり 「 市場 に 階 悦 な し  : | 
m マザー ズ ・J ASDAQ (グロ ー ス ) は 、 成 長 可能 性 に 着目 し た 基準 S| Dress 












Main Main | 
Board Board | 


; i AspAO | 


1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 1 1 | 
| 人 時 価 王 国 1 10 値 円 以上 |: 5 値 円 以上 | 5 億 円 以上 | | 数 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 





市 場 第 一 部 "GlobalSelect Premiu m Prime 


‘partment A) 





























































































































株 主 数 2,200 人 以上 上: 800 人 以上 | 200 人 以上 | 200 人 以上 3 実 実 | 
流通 株 式 数 20,000 単 位 以 上 | | 4,000 単 位 以上 || 2,000 単 位 以 上 上! ー 準 が 厳し い 市 場 市場 iid 10 人 eA 上 J | | け 市 場 。 け 市 場 | 
流通 1 2.141 1.480 504 307 295 | 2.419 1.968 493 
1 ! ! 下位 市場 492 856 346 147 225 | | 
流通 株 式 比率 35% 以 上 ! 30% 以 上 上! 25% 以 上 | ー 社 数 (第 二 部 ) (elobal) (Standard) (General) (CompartmentB)| ! 
i i | oman 中 480 億 261 億 1,402 億 959 億 4,681 億 i 
売 実 = i = i ッ | | ②③ 上 場 株 数 1096 以 上 中 人 に 959 億 4.681 億 
公 墓 又は 売出 し 等 の 実施 ; || 公 下 500 単 位 以 上 || る 000 ( 邊 ) 
| : ! | | 数 の 公 幕 ・ 売 出し 時 価 総額 上 
時 価 総額 250 億 円 以上 | 20 億 円 以上 |! 10 億 円 以上 | ! 1 1.2 兆 2.5 兆 3.2 兆 4.6 兆 10.0 兆 
1 H 1 円 
生計 62 信 80 信 58 人 42 位 1.211 人 
59% 平 人 人 還 人 211 信 
LT 10 億 円 以上 の @ 
(8 生殖 兄 い が が EE 才 更 申請 正 動 更 
降格 変更 申請 自動 変更 
売買 代金 。 、 
Gig) 1.846 兆 280 兆 242 兆 2127 兆 。 272 兆 20 兆 


























(出典 : 「 (第 一 回 ) 市 場 構造 専門 グル ー プ 」 東 京 証券 取引 所 提出 資料 ) 


2. 金融 審議 会 「 市 場 構造 専門 グル ー プ 

上 記 の よう な か 市 場 構造 を 巡る 諸 課 題 や 、 そ れ ら を 踏ま えた 今後 の 市 場 の 在り 方 等 に 関す る 検討 を 行う た め 、 
東京 証券 取引 所 で は 2018 年 12 月 に 専門 の 懇談 会 を 設置 し 、 翌 2019 年 3 月 に 論点 整理 を 公表 し まし た 。 

その 一 方 で 、 本 件 に つい て は 我が国 の 資本 市 場 の 在り 方 その も の に 直結 する 課題 で ある こと か ら 、 金 融 庁 に 
お いて も 議論 を 進め る こと と し 、2019 年 5 月 、 金 融 審議 会 市 場 ワ ー キ ング ・ グ ルー プ の 下 に 「 市 場 構造 専門 
グル ー プ | (座長 : 神田 秀樹 学習 院 大 学 大 学院 法務 研究 科 教授 ) を 設置 し 、 専 門 委員 等 に よる 検討 を 開始 し 
SS 

第 1 回 会 合 か ら 第 4 回 会 合 ま で は 、 機 関 投 資 家 等 の 市 場 関係 者 や 、 地 方 企業 ・ 新 興 企 業 の 経営 者 、 学 識 
経験 者 等 か ら 、 現 在 の 市 場 構造 の 課題 や 、 今 後 の 市 場 の 在り 方 等 に か か る ヒア リン グ を 実施 し まし た 。 


















































































































































ヽ レ 


当 計 Zi リ ンク で OB 
| ミミ と 
































「 上 場 基準 a 時 人 





総額 だ 











け ナ で な く 、 ガ バナ ンス や 流動 性 の 要素 も 考慮 する べき で あ 








| 上 場 基準 に 達し な い 企業 を 








E 除 ・ 降 格 さ せる の で 


ょ な く 、 今 後 の 成 衝 に つなげ る と いう 発 


長 戦 








想 が 必要 ] と の 認識 が 共有 され る と と も に 、 現 在 の 東 記 









































E 市 場 第 一 部 に 











属す る 企業 に は 、「 東 証 一 部 上 場 企業 で 

























































































ある 」 と いう ブラ ンド イメ ー ジ を 始め と し た 有形 ・ 無 形 の 価値 が 形成 され て いる と の 意見 が 出さ れ ま し た 。 
3. 市 場 構造 専門 グル ー プ 報告 書 
そし て 、 昨 年 12 月 25 日 に 実施 され た 第 6 回 会 合 で は 、 上 記 の ヒア リン グ お よび 第 5 回 会 合 で の 論点 整理 を 







































































踏ま え 作成 さ れ た 「 市 場 構造 専門 グル ー プ 報告 書 - 令 和 時 代 に お ける 企業 と 投資 家 の た め の 新 た な 市 場 に 向け 








て -」 ( 案 ) に つい て 議論 が 行わ れ 、 同 報告 書 は 


























本 





























報告 書 で は 、 東 京 証券 取引 所 の 市 場 4 











上 を 促し 、 内 外 の 投 
内 吉朗 炎 の と おり です 


と 市 場 区 分 の 再編 



































H 27 日 に 
造 に つい て 、 上 場 会 社 や ベン チャ ー 企 業 の 持続 的 な 成長 と 企業 価値 


家 に と っ て 魅力 あふ れる 市 場 と な る よう 見 直し を 行う こと を 提言 し て いま す 。 具 体 的 な 


IKUI ま SO の つう 人 表 さ 0 ま U/ 











向 















































市 場 区 分 を 以下 の 3 つ に 再編 する こと で 、 各 市 場 区 分 の コン セプト を 明確 化し 、 か つ 、 上 場 企業 や ベン 





チャ ー 企 業 の 持続 的 な 成 





長 と 、 企 業 価 





値 の 向 














上 を 促す メ 








カニ ズム を 強化 する 。 

















プラ イム 市 場 |: 








声 ] 








いい 時 {1 











総額 ・ 流 動 1 














価値 
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の 中 心 に 据え る 企業 が 








ン ネ スベ モル (VI NN 


な どの 条件 を 加重 し た うえ で 








新た に 上 場 す る 企業 に 対し て は 、 流 通 時 価 





























陸 と 、 よ り 高 い ガ バナ ンス を 備え 、 投 資 家 と の 建設 的 な 対話 を 企業 
上 場 する 市 場 
総額 (※) 等 の 上 場 ・ 退 出 基 準 を 厳格 化す る 。 た だ し 、 ビ 
























































に よっ て は 、 直 近 の 決算 が 赤字 で あっ て も 、 時 価 総額 や 売上 高 、 開 示 


上 場 を 可 和 





8 どる Oe 


























流通 時 { 





総額 は 、 


な 





























する 際 の 時 価 総額 の 基 ※ 
ら を 踏ま える と 、 新 た な 定義 に よる 流通 時 1 



































は 250 億 























流通 株 式 の 数 x 
で あり 


( 1 株 あたり の 


取 方 、 上 場 時 の 流通 株 式 





















































) 株 人 








j| で 計算 する 。 現在 、 









































比率 の 基準 は 35% 以 上 で ある 。 こ れ 
























































3 マン 
総額 の 基 ※ 


は 100 億 円 を 











処 に 検討 する こと が 考え られ る 。 











市 場 第 | 


他 の 市 場 よ り も 一 段 高い 水準 の コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド を 適用 する 。 














(な お 、 既 存 の 市 場 第 


ce) 
スタ ンダ ー ド 市 場 |: 






































グロ ー ス 市 場 








一 定 
@ 現在 の 市 場 第 二 部 Ve 
: 高い 成 


部 





場 企業 は 、 

















きら 選択 する こ 














時 価 














の 
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長 可 能 性 を 有する 一 方 で 、+ 


TOP 1 X の 構成 銘柄 と 市 場 第 一 部 の 範 
部 の 株 価 動向 を 表す 指標 で ある だ け で な く 、 近 年 で は 特に 、 運 用 対象 や ベン チマ ー ク と し て の 役割 の 重要 性 
が 高まっ て いる こと か ら 、 今後 は TO P 1 X の 銘柄 選定 基準 を 見 直し 、 市 場 第 一 部 の 範 

















と に より 、 引 き 続 き プ ライ ム 市 場 へ の 上 場 を 可能 








E、 基 本 的 な ガバ ナン ス を 備え た 企業 が 上 場 する 市 場 
ける 基準 を 引き 継ぎ ず 、 コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド の 全 原 則 を 
対 的 に リス ク の 高い 企業 が 上 場 する 市 場 
に アク セス し や すい 市 場 で ある た め に 、 時 価 総額 な どの 上 場 基準 は 、 現 在 の マ 
ナ る 基準 を 原則 と し て 引き 継ぐ 。 
と 東証 株 価 指数 (TOP 1X) の 見 直し 




















適用 する 。 
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は 一 致し て いる と ころ 、TOP IX は 単に 市 場 第 
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か ら 切 り 離 す 。 

















8 在 の TOP 1X と の 連続 人 








E も 考慮 し つつ 、 よ り 流 動 性 を 重視 し た 銘柄 選定 を 行う 。 








する ほか 、 銘 柄 選定 の 水 


お わり に 
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本 報告 書 の 公表 後 、 株 式 会 社 日 本 取引 所 グル ー プ は 、 本 
件 に か か る 同社 の 今後 の 取組 み に 関し て 「 市 場 構造 専門 グ 


























ルー プ に お ける 報告 書 の 公表 を 受け て | を 公表 し まし た 。 
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門 グ ルー プ に お ける 


当該 公表 に よれ ば 、 日 本 
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詳細 な 制 
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より 、 医 
市 場 の 公正 性 























所 グル ー プ を 
内 外 の 投 











X 引 所 グル ー プ は 、 
議論 の 取り まとめ を 受け 、 
に 新た な 制度 へ の 移行 を 完了 させ る べく 、 
万 設計 














市 場 構造 再 
2022 年 上 半 


速やか に 遇 


デー で 











を ECOGUN く と の と で すず 。 
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続 的 に 成長 し 、 も っ て 我 が 


こと を 期待 し て いま す 。 








玉 | 玉 








の 











民 経 済 の 発 





ょ じ め と する 関係 者 の 適切 
こと っ て 上 魅力 あふ れる 市 場 
・ 活力 が 確保 され 、 企 業 ・ 経 済 が 持 





展 に 寄与 する 


具体 的 に は 、 TO P | X の 構成 銘柄 に つい て は 、 プ ライ ム 市 場 の 他 、 ス タン ダー ド 市場 等 か ら も 選定 可能 と 
と し て 、 新 た に プラ イム 市 場 に 上 場 する 際 の 基準 



































と な る 流通 時 価 総額 を 
見 直し 後 の 市 場 構造 


東京 証券 取引 所 の 現状 














処 と する 。 














/ TOPIX= 市 場 第 一 部 


JASDAQ 
スタ ンダ ー ド 
( 約 700 社 ) 


_ JASDAQ 
グロ ー ス 
ー ( 約 5o 社 ) 


人 
SO | 
( 約 300 社 ) | 


TOPIX を 変更 ※ 新 市 場 の 名 称 は いずれ も 仮称 
( 主 に ブラ イム 市 場 か ら 皮 定 ) 





(出典 : 「 市 場 構造 専門 グル ー プ 報告 書 の 概要 」) 


政策 解説 コー ナー 





総務 課 金融 全社 室 






















































































監督 尽 個人 間 融 次 買 対 策 担当 者 
(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 
個人 融資 の 案内 で す !! お 給料 日 や 
= ご 収入 日 合わ せ で 融資 し て お り ま 
eo 予定 ある 方 は 足 井 ご 連絡 下さ 
主婦 を は じ め 、 借 り に くい 夜 職 い ! 週 末 に 向け て より 大 変 込み 合 
の 方 へ も 貸し て いま す 。 いま す の で お 早め に 連絡 を 倫 旬 
先 振込 は あり ませ ん の で 、 pt 
# 個 人 融資 # お 金 還っ て ます 
# 個 人 間 融 資 Me 
# お 金 貸 し て くだ さい # 個 人 融資 
# 即 日 振込 
(実際 の Twitter に お ける 書込み を 抜粋 し て 引用 ) 




















* 銘 の 貸し 借り を うた っ た 書込み 





























最近 、SNS や イン ター ネッ ト 掲 示 板 な ど で こ の よう な 個人 間 で の 人 金 
の SDIOUN の 2 UMG 

これ ら は 「 個 人 間 融 資 」] と 呼ば れる も の で あり 、 
込み が ヒッ ト し ます 。 中 に は 、 お 金 を 借り た い 人 か ら 融 1 
も 確認 で きま す 。 
し か し 、 個 人 間 融 1 


i 


Twitter な ど で キ ー ワ ー ド 検索 を 行う と 多く の 書 
を 申し 込む 内 容 の 返信 が され て いる 書込み 




























































































EN A CR 反復 継続 する 意思 を も っ て 金 銭 の 貸付 け を 行う こと は 貸金 

































































業法 上 の | 貸金 業 ] に 該当 し 、 必 要 な 登録 を 受け ず に 貸金 業 を 営ん だ 場合 は 、 い わ ゆ る ヤミ 金融 と し 
て 罰則 の 対象 と な り ま す 。 加 えて 、 不 特定 多数 が 閲覧 可能 な SNS 等 で 「 融 資 し ます |」 な ど と 書き 込む 




















目的 を も っ て 、 貸 付け の 契約 の 














こと に つい て も 、 貸 金 業法 で 久 則 の 対象 と され て いる | 貸金 業 を 営む 
締結 に つい て 勧 読 を する こと |」 に 該当 する お それ が あり ます ※1。 
また 、 貸 金 業 に 該当 し な い 場 合 で あっ て も 、 上 限 金 利 を 超え る 利息 を と る こと は 違法 と な り ま す ※2。 
この よう に 、 個 人 間 融 資 は 、 貸 し た 側が 罪 に 問わ れる お それ が ある 一 方 で 、 利 用 し た 側 も 、 保 証 金 
の 名 目 で 現金 を だ まし 取ら れ た り 、 融 資 の 見 返り に 性 的 な 関係 を 要求 され た り し 兼ね な いな ど 、 様 々 
な 犯罪 被害 や トラ ブル に 巻き 込ま れる お それ が ある こと が 指摘 され て いま す %3。 
その た め 、 金 融 庁 で は 、 こ れ ま で も 、 個 人 間 融 資 に 注意 を 促す サチ ラ シ を 金融 庁 カ ウェブ サイ ト に 掲載 
する と と も に 、 首 相 官 邸 メ ー ル マガ ジン や 首相 官邸 LINE、 消 費 者 庁 及 び 金 融 庁 公式 Twitter ア カウ ン 





























































































































































































































ト を 通じ て 注意 を 呼び 掛け て きま し た 。 
貨 す 側 も 、 借 り る 側 も 








し 首相 官邸 


お 金 の 貸し 借り に 要 注 意 


SNS を 通じ た 


# 個 人 間 下 資 資 





SNS 等 で 勧 譜 し 、 お 金 の 貸し 借り を 行う - 
「 個 人 間 融 資 」 は 、 た と え 個人 が 行う 場合 で あっ て も 、 
貸金 業法 の 規定 に 抵触 する 場合 が あり ます 。 
貸金 業法 の 規定 
> 個人 で あっ て も 反復 継続 する 章 思 を も っ て 金 録 の 貸付 け を 行う こと は 、 
人 
K 賃金 生 を 営む 場合 は 、 国 又は 都 道 府 旧 の 登録 を 受け る 必要 が あり ます 。 
> 区 「 喜 資 し ます 」 な ど と 
書き 込ん で 、 契 約 の 締結 を 勧め る こと は 、 貸金 業 法 で 規制 され て い : eR 
全 事 を 営む 日 的 を も っ a 貸付 け の 契約 の 締結 に つい て 勧 読 を する こと 
ーー ジ ' す る お それ が あり ます 。 
ララ これ ら ( RKO EER し し し 








IE) 中 EMEAs24L4(3)E 暗 軍人 介 人 問屋 次 全 融 庁 











人 を 利用 し ょ う っ て い 
・ 個人 を 装っ た や ミ 金融 業者 に より 違法 な 高 金 利 で の 貸付 けが 行わ れる 
・ 信 人 情報 が 悪用 され る な ど し て 、 犯罪 抜 書 や トラ 2 ブル に 巻き 込ま れる 
な どの 危険 性 が あり ます 。 
ヤミ 金融 業者 に . よる 個人 間際 豆 は 利用 し な い よう に し まし ょ う 






























































左 : 金融 庁 公式 Twitter ( 令 和 元 年 8 月 19 日 掲載 ) 
te 上 : 首相 官邸 LINE ( 令 和 元 年 9 月 18 日 配信 ) 








一 方 で 、 こ の よう な 注意 喚起 は 、 広 く 一 般 向け に 行う も の で あっ た た め 、 今 回 、 さ ら に 一 歩 踏 み 込 
ん だ 対応 と し て 、 当 事 者 で ある 「 個 人 間 融 資 の 勧誘 を 行っ て いる 者 ] や | 個人 間 融 資 を 利用 し よう と 
する 者 ]」 に 対し 、 直 接 的 に 注意 喚起 を 行う 新た な 取組 を 開始 し まし た 。 

本 稿 で は 、 こ の 新た な 取組 の 内 容 や 実施 状況 等 に つい て ご 紹介 し ます 。 





































































































新た な 取組 の 内 容 

新た な 取組 は 、Twitter に お いて 個人 間 融 資 の 勧 読 を 行っ て いる 悪質 な 書込み に 対し 、 金 融 庁 公式 
Twitter ア カウ ント (金融 庁 個人 間 融 資 対策 (@fsa_P2PL※4) ) か ら 直 接 返信 する こと で 、 個 別に 注意 
喚起 を 行う も の で す 。 

その 際 、Twitter の ダイ レク トメ ッ セ ー ジ 機能 ※ ま 5 で は な く 、 書 込み へ の 返信 (リプ ライ ) 機能 を 使う 
こと に より 、 勧 誘 の 書込み を 行っ て いる 者 だ け で な く 、 書 込み を 見 た 者 (個人 間 融 資 を 利用 し よう と 
隊 ( 仙 OS 震 呈 も 注 息 国電 る の の Ia UIGD まり 

実際 に 直接 返信 を 行っ て いる 内 容 は 、 次 の 画像 の と お り で す 。 















































































































































ん 」 MMAMMMMS 


cfsa P2PI 
Replyinq to 
こち ら は 金融 庁 で す 。SNS 等 で 勧誘 し 、 お 金 の 貸し 借 
り を 行う "個人 間 融 資 」 は 、 た と え 個 人 が 行う 場合 で 
あっ て も 、 貸 金 業法 の 規定 に 抵触 する 場合 が あり ます 
の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


(実際 の 書き 込み 画像 (この ほか チラ シ 画 像 も 添付 ) ) 





新た な 取組 の 実施 状況 

直接 返信 は 、 令 和 元 年 11 月 か ら 開 始 し 、 こ れ ま で に 約 60 の アカ ウ 
ント に 対し て 実施 し まし た ( 令 和 2 年 1 月 現在 ) 。 

そし て 、 直 接 返 信 を 実施 し た こと に より 、 ア カウ ント 自体 が 削除 
され た り 、 書 込み が 削除 され た りす る な どの 効果 が 見 られ て いる と 
ころ で す 。 

また 、 令 和 元 年 12 月 に SNS で 個人 間 融 資 を 持ち か け て 保証 金 名 日 還 還 計 人 
で 現金 を だ まし 取っ た 者 が 警察 に 摘発 され た と の 報道 が あっ た こと "「 ー 

S 8 bs 情報 番組 に お ける 報道 の 様子 

を きっ か け に 、 様 々 な メデ ィ ア で 本 取組 が 取り 上 げ ら れ ま し た 。 a 


終わ り に 

繰り 返し に な り ま す が 、 個 人 間 融 資 で は 、 個 人 を 装っ た ヤミ 金融 業者 に より 違法 な 高 金利 で の 貸付 
けが 行わ れ 兼 ね な いな ど 、 様 々 な 犯罪 被害 や トラ ブル に 巻き 込ま れる お それ が あり ます 。 
皆さま に お か れ ま し て は 、 ヤ や ミ 人 金融 業者 に よる 個人 間 融 資 を 利用 し な いよ う 、 十 分 御 注意 下さ い 。 



























































































































































※1 き 金 業 の 無 登録 営業 は 10 年 以下 の 懲役 若しくは 3000 万 円 以下 の 禄 金 又 は その 併 科 、 無 登録 業者 に よる 勧誘 
は 2 年 以下 の 懲役 若しくは 300 万 円 以下 の 禄 金 又は その 併 科 と され て いま す 。 

※2 個人 間 融 資 で あっ て も 、 年 109.5% を 超え る 割合 に よる 利息 の 契約 を し た と き は 、 5 年 以下 の 懲役 若しくは 
1000 万 円 以下 の 久 金 又は その 併 科 と され て いま す (出資 法 第 5 条 ) 。 

※3 保証 金 の 名 目 で 現金 を だ まし 取ら れ た 事案 に お いて は 、 被 害 者 に 小学 生 が 含ま れ て いた と する 報道 も され 
で を 玲 語 。 
(時 事 通 信 社 2019 年 12 月 28 日 20 時 36 分 配信 https://www.jjji.com/jc/article2k=2019122800251&g=soc) 

※4 |[P2PL | は 、Peer to Peer Lending の 略称 で す 。 

※5 ダイ レク トメ ッ セ ー ジ と は 、 書 込み を 行っ て いる 者 と 個別 に 非 公開 の 場 で メッ セー ジ の や り 取 り を 行う 8 
Twitter の 機能 で す 。 

















































































































記述 情報 の 開示 の 充実 に 向け た 研修 会 に つい て 








は じ め に 


金融 庁 で は 、 主 と し て 有価 証券 報告 書 に お ける 経営 方 針 、 事 業 等 の リス ク 、 経 営 者 に よる 経営 
成績 等 の 状況 の 分 析 (Management Discussion and Analysis : MD&A) ) と いっ た 記述 情報 に 



















































































つい て 、 好 事例 を 収集 し た 「 記 述 1 




















報 の 開示 の 好 事 例 集 ] ( 以 





トド 「 好 事例 集 ]) を 公表 し て いま す 。 











好 事 例 の 収集 に 当たっ て は 、 投 
勉強 会 で は 、 投 る 









































家 、 ア ナリ スト 及び 企業 か ら な る 勉強 会 を 開催 し て いま す 。 
家 や アナ リス ト か ら 望 まし い 開 示 に 関す る 意見 や 実例 を 紹介 し て も ら う と と も 


に 、 企 業 か ら は 、 開 示 書 類 作成 に 当たり 行っ て いる 創意 工夫 の 紹介 や 実務 の 悩み な ど 様 々 な 意見 








を 頂き 、 こ れ ら の 議論 を 踏ま ほえ た 内 容 を まとめ て いま す 。 
二 が ] 集 の 内 容 

好 事 例 集 に は 、 有 人 1 
リス ク 、MD&A 等 と ガバ ナン ス 情 報 (役員 報酬 、 政 策 保 有 株 式 ) 、 監 
収録 し て お り 、 直 近 で は 、2019 年 12 月 に 更新 し まし た 。 

な お 、 政 策 保有 株 式 に つい て は 、 投 
の 意見 が 聞か れ た た め 、 好 事例 の 代わ り に 、 勉 強 会 に 参加 頂い た 投 3 
と め た 政策 保有 株 式 に 関す る 投 る 
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束 ロ 



























































三 研修 会 の 実施 

企業 に お いて は 、 好 事例 集 等 を 参考 に 開示 の 充実 | 
を 図っ て 頂き た いと 考え て いま す が 、 企 業 の 理解 が 

より 進み 、 記 述 情報 の 開示 の 充実 が さら に 推進 する 

こと を 目的 と し て 、 金 融 庁 で は 、「 記 述 情報 の 開示 











1. 対象 




















模索 し て いる 企業 












































































































































の 充実 に 向け た 研修 会 」] (以下 「 研 修 会 」) を 実施 | 2. 説明 内 容 
| 陸 EE 且 〇 記述 情報 の 開示 の 充実 に あたり 企業 に お いて 悩ん で い 
の る 点 等 を 共有 し て も らい 、 そ の 悩み 等 に 焦点 を あて だ 
研修 会 の 対象 者 は 、 主 に 上 場 企業 と し て お り 、 金 内 容 を 解説 。 ー 
融 庁 ホ ー ム ペー ジ で 募集 を 行っ て お り ま す 。 〇 主 に 有価 証券 報告 書 に お ける 経営 戦略 、 事 業 等 の リス 
修 会 で は 、 実務 上 の 課題 等 に 焦点 を あて 、 記 述 ク 、MD&A 等 の 記述 情報 の 内 容 を 対象 。 
情報 の 開示 の 充実 に つい て の ポイ ント を 解説 し ます 。 | 3. 時期 ・ 場 所 
研修 会 の 詳細 や 申し 込み 方 法 等 に つい て は 、 金 軸 日 時 : 第 1 回 : 2 月 21 日 ( 金 ) 15 時 ~17 時 
大 束 二 計 ペ テン を こ 1 人 E 認 だ さい 第 2 回 : 2 月 26 日 ( 水 ) 15 時 ~17 時 
参加 社 数 に 限り は あり ます が 、 ご 興味 が ご ざい ま i Ce 
EE 第 4 回 : ~~ 
こら 是非 お 申込 み 頂 F と 思 
し た ら 是 非 お 申込 み 頂け れ ば と 思い ます 。 eo Ent 
(各回 2O 社 程度 の 参加 を 予定 ) 
(金融 庁 ホ ー ム ペー ジ ) 場 所 : 東京 及び 地方 都市 


証券 報告 書 に お ける 記述 情報 ( 非 財 務 情 報 ) の うち 、 経 営 方 針 、 


に 


dhn 











URL : https://www.fsa.go.jp/news/r1/singi/20200117.html | (地方 都市 は 褒 勢 状況 で 開催 の 要 否 を 判断 ) 
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呈 業 等 の 
の 状況 に 関す る 好 事 例 を 


家 が 好 開 示 と 考え る 開示 と 現状 の 開示 の 科 離 が 大 きい と 


アナ リス ト の 意見 を ま 
家 が 期待 する 好 開 示 の ポイ ント を 例示 と し て 公表 し て いま す 。 


記述 情報 の 開示 の 充実 に 向け た 研修 会 


〇 記述 情報 の 開示 の 充実 を 意識 し て いる が 、 そ の 方 法 を 


金融 庁 の 1 年 (2018 事 務 年 度 版 ) の 公表 に つい て 






























































金融 庁 は 、 日 本 の 金融 の 安定 を 確保 し 、 預 金 者 、 保 険 契 約 者 、 有 価 証 券 の 投資 者 等 の 保護 を 図る と 
と も に 、 金 融 の 円 滑 を 図る こと を 任務 と し て 、 透 明か つ 公 正 な 行政 の 実務 に 努め て いま す 。 





























「 金 融 庁 の 1 年 | は 、 国 民 の 皆様 に こう し た 金融 庁 の 取組 み に 対 する 理解 を 深め て いた だ く た め に 、 
毎 事務 年 度 、 そ の 取組 み に つ いて と り ま と め た も の と な っ て お り 、 今 般 、「 金 融 庁 の 1 年 (2018 事 
務 年 度 版 ) | ※1 を 公表 し まし た の で 、 お 知ら せい た し ます 。 














金融 庁 の 1 年 」 は 、 


な っ て お り ま す の で 、 和 是非 ご 活用 くだ さい ! 
書 ・ 年 次 報告 等 」 か ら ご 覧 いた だ け ま す 。 





= 


資料 や デー タ を 多用 し 、 金 融 行政 の 記録 と いう 観点 か ら 網 羅 性 の ある 
金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト の 「 お 知ら せ ・ 広 報 ] の 中 の | 白 









































> その他 金融 ・ 資 本 市 場 等 に 関す る 各種 施策 等 
東京 国際 金融 セン ター の 推進 


> 1 T の 進展 等 へ の 対応 
・ 金 融 デ ジ タ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 戦 略 
・Fintech Innovation Hub 
・ プ ロジ ェクト 型 「 規 制 の サン ド ボ ッ クス 制度 」 へ の 対応 


> 政府 の 外国 人 材 の 受入 れ と 共生 社会 の 実現 に 向け た 施策 に お ける 金融 庁 の 取組 み 


> 岩 災 等 自然 災害 へ の 対応 
・ 平 成 30 年 7 月 喪 雨 等 へ の 対応 


> 金融 仲介 機能 の 質 の 改善 等 に 向け た 取組 み 
・ 金 融 仲 介 の 取組 み の 「 見 える 化 」 と 「 探 求 型 対話 」 


> 投資 運用 業 
・ 資 産 運 用 業 の 高度 化 


> 外部 専門 家 に よる モニ タリ ング の 品質 に 関す る 評価 


当 施 で 財 。、 この 1 季 伺 弱く 
な る 方 針 で 金融 行政 を 行っ て いく か 、 ま た 、 そ の 進捗 や 実績 な ど を 評 人 | 





料 に 


金融 行政 が 何 を 目指 す の か を 明確 に する と と も に 、 そ の 実現 に 向け 、 い か 

















] し 、 現 状 分 析 や 問題 提起 な ど 


と 合わ せ て 「 利 用 者 を 中 心 と し た 新 時 代 の 金融 サー ビス 金融 行政 の これ まで の 実践 と 今後 の 方 針 一 





( 令 和 元 事務 年 度 ) 」 ※2 と し て 公表 し て お り ま す の で 、 こ ちら も ご 覧 くだ さい 。 








※1 令 和 元 年 12 月 20 日 公表 、 「『 金 融 庁 の 1 年 (2018 事 務 年 度 版 ) 』 の 公表 に つい て 」 
(https://www.fsa.go.jp/common/paper/30/index.htm[) 














※2 倒 和 元 年 8 月 28 日 公表 、 





と 今後 の 方 針 一 ( 令 和 元 事務 年 度 )」 (https://www.fsa.go.jp/news/r1/20190828.html) 





「 利 用 者 を 中 心 と し た 新 時 代 の 金融 サー ビス 金融 行政 の これ まで の 実践 
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2 引 拓 人 回 全 0N き ん ID 東京 問 違 つき まし で < は 現 作 発生 し で る の 新 提 昭 存 半 
ウイ ルス 感染 の 情勢 を 鑑み 、 開 催 延 期 を 決定 いた し まし た 。 代替 開催 日 に つ 
り いて は 現在 未定 で す が 、 決 定 次 第 お 知ら せい た し ます 。 


「 第 4 回 ちい きん 会 in 東京 」 (2 月 29 日 ) 開催 ! 









































令 和 2 年 2 月 29 日 ( 土 ) 、「 第 4 回 ちい きん 会 in 東京 ] を 開催 いた し ます ! 
今回 は 多摩 ・ 群 馬 地域 で の 課題 解決 支援 の ニー ズ が あっ た こと か ら 、 再 度 東京 で の 開催 と な 






































り ま し た 。 会 場 は 全国 信用 協同 組合 連合 会 本 部 (京橋 駅 徒歩 4 分) で す 。 
第 4 回目 の 開催 と な る 今回 も 、 
ゲス ト 講演 








と 盛り だ くさ ん 1! 

『 多 摩 ・ 群 馬 の 地 域 活 性 化 に つい て 議論 し た い ! 』 『 都 内 在住 だ けど 、 地 方 の 魅力 に つい て 
5 SCN PE ち し て お り ま す ! 
竣 き マビ ツテ 5 誠 た 評 訪 受 振 品 で る | . 


詳細 情報 や お 申し 込み は こち ら か ら 

















また 、3 月 15 日 (日 ) に は 、 近 畿 地方 で の 初 開催 と な る 「 第 5 回 ちい きん 会 in 京都 」 も 開催 
決定 ! 会 場 は 昨年 オー プン し た ば か り の 京都 経済 セン ター (地下 鉄 鳥 丸 線 四条 駅 出 て すぐ ) 
で す 。 イ ノ ベ ー シ ョ ン が 湧き 出す お 洒落 な 会 場 で 熱く 議論 し ませ ん か ? 現在 コン テン ツ を 鋭 
意 企画 中 で す の で 詳細 に つい て は し ば し お 待ち くだ さい ! 


第 人 


甘 Lt き し 直 . 


関東 に も 課題 は 山積 み ! 熱意 ある 仲間 と 一 緒 に 踏み 出 そ う ! 






































多摩 群馬 の 活性 化 ! (特定 地域 の 課題 を 募集 中 !) 
こん な 内 傘 を 恒 都 内 に いて も 地方 を 応援 し た い ! そん な 方 法 を 一 緒 に 学び まし よう ! 








議論 し ます ! 時 地域 の 魅力 発信 で き て ます か ? その 解決 の た め に ・・・ 
= 一 ーーーーーー EE 
2020 つ … , 
ンク ss a 。 を 
1 | mi 
通 通 
13:30~18:00 es 6 
(開場 予定 : 13 : 00) て PR 


会 場 全国 信用 協同 組合 連合 会 本 部 東京 都 中 央 区 京橋 1-9-5 Ll 


今月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
(2020 年 1 月 6 日 一 1 月 28 日 ) 重 


> 沖縄 総合 事務 局 が CSF の 患畜 の 確認 を 踏ま え 、 金 融 上 の 対応 に 
> 「 本 音 が 飛び 出す ! つみ た て NISA 座 談 会 」 (第 4 回 ) (1 月 10 日 ) 





> 令 和 元 年 度 地域 密着 型 金融 の 推進 の た め の シ ン ポ ジウ ム 等 を 開催 
> 投資 運用 業 等 登録 手続 ガイ ドブ ッ ク (日 ・ 英 ) (1 月 10 























と > | 違法 な 金融 業者 に 関す る 情報 に つい て | を 更新 























> 第 140 回 自動 車 損害 賠償 責任 保険 審議 会 を 開催 (1 月 16 日 ) 











> | 記述 情報 の 開示 の 充実 に 向け た 研修 会 
> 1 月 20 日 に | 経済 価値 ベー ス の ソル ベン シー 規制 等 に 関す る 有識者 会 議 」 (第 


























7 回 ) を 





開催 ( 1 月 17 日 ) 











ヶ 1 月 15 日 に 


第 58 回 金融 トラ ブル 連絡 調整 協議 会 を 開催 


> CBASE FINTECH LAB LLC に 対す る 警告 書 を 発出 (1 月 21 日 ) 








> 第 141 回 自動 車 損害 賠償 責任 保険 審議 会 を 開催 























融 商品 取引 業 を 行う 者 の 名 称 等 」 を 更新 (1 月 24 








[本 音 が 飛び 出す ! つみ た て NISA 座 談 会 
[金融 行政 と SDGs| を 更新 (1 月 28 日 ) 





[親会社 が 外国 会 社 で ある 金融 商品 取引 業者 等 に 対す る TLAC 規 制 に 係る 告示 

















オン ター T= 

ある 日 突然 人 間 界 に 現れ た 優し い ワ ニ 。 

ゆっ くり 慎重 派 だ けど 、 

みん な か ら 信 頼 さ れ 破 され て いる 。 

どっ し り と 安定 感 の ある 背中 に は 

いつ も 何 か を 乗せ て 運ん で いて 、 
不思議 な し っ ぽ は 右 肩 上 が り に 成長 し て いく 。 









・ Twitter 金融 庁 公式 アカ ウン ト Ye 
https://twitter.com/fsa_JAPAN に 

・ 金融 庁 NISA 特 設 サ イト 
https://www.fsa.qo.]p/policy/nisa2/index.html 








・ 金融 庁 金融 サー ビス 利用 者 相談 室 
https ://www.fsa.go.]p/receipt/soudansitu/index.html 
(受付 時 間 : 平日 10 時 17 時 ) 
電話 (ナビ ダイ ヤル ) : 0570--016811 FAX :03-3506-6699 
※IP 電 話 か ら は 、03- 5251--6811 に お か け く だ さい 。 





編集 後記 

アク セス FSA 2 月 号 を ご 覧 いた だ き あ り が と う ご ざ いま す 。 

昨年 1 2 月 に は 、 決 済 法制 ・ 金 融 仲介 法制 と 証券 市 場 の あり 方 に 関す る 金融 審 報 告 書 が 公表 され まし た 。 政 策 
解説 コー ナー で は 、 これ ら 重 要 な 政策 に つい て の 背景 や 今後 の 方 向 性 が 解説 され て いま す 。 

また 、SNS を 使っ た 個人 間 融 資 の 注意 喚起 は 、 金 融 庁 公式 ツイ ッ タ ー で 紹介 し た 際 に 大 変 注目 の 高かっ た 政策 
で 、 民 間 の 情報 番組 に も 取り 上 げ ら れ ま し た 。 是 非 、 担 当 者 に よる 生 の 解説 を ご 一 読 下さ い 。 


地域 金融 に 関し て は 、 昨 年 福島 で 行わ れ た 「 ち いき ん 会 」 が 2 月 、 3 月 と 矢継ぎ早 に 開催 され る 予定 で す 。 
金融 庁 の 一 年 の サイ クル (事務 年 度 ) で は 、 ち ょ うど 後半 戦 が スタ ー ト し た と ころ で す 。 ゴ ー ル に 向かっ て 、 
今 ま で 以上 に 様々 な 政策 を 立案 ・ 実 行 し て いき ます の で 、 ご 注目 くだ さい 。 


金融 庁 広報 室長 和田 良隆 
編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広報 室 





